
令和６年度北海道老人福祉施設協議会 

 軽費老人ホーム・ケアハウス研修会 開催要綱 
 

１ 目  的 
軽費老人ホーム・ケアハウスでは、自立・軽度要介護者、社会的養護を要する高齢者など入居者の多様

化が進んでいますが、職員は入居者、家族のニーズをとらえスムーズな支援が展開できるよう専門的な知

識の習得、技術の向上が求められています。 

昨今の軽費老人ホーム・ケアハウスの職員に求められる知識・技術を習得し、職員一人ひとりがより良

い支援や実践につなげることを目的に、本研修会を開催いたします。 

２ 主  催  北海道老人福祉施設協議会 

３ 運  営  北海道老人福祉施設協議会 軽費老人ホーム・ケアハウス合同検討委員会 

４ 日  程  令和６年１２月５日（木） ～ ６日（金）の２日間 

        （1 日目） １３：３０ ～ １７：００（１２時３０分受付開始） 

              １７：３０ ～ １９：００（情報交換会は希望者のみ） 

（２日目）   ９：３０ ～ １１：１０ 

５ 会  場  研 修 会：北海道第2 水産ビル ８階 大会議室 

（札幌市中央区北三条西7丁目1 JR 札幌駅から徒歩６分） 

６ 参加対象  軽費老人ホーム・ケアハウスの職員         

◎様々な職種の方の参加をお待ちしております。 

施設長、生活相談員、介護職員、栄養士、調理師、事務員等 

７ 参加定員  ６０名（最大） 

８ 参加経費  研修会参加費 道老施協 会 員： ３，０００円 

非会員： ６，０００円 

        情報交換会参加費   お一人様： ５，０００円（希望者のみ） 

 

９ 参加申し込み方法について 

   ① 別添参加申込書によりメールもしくはＦＡＸにてお申込ください。 

申込期間：令和６年１０月３１日（木）まで 

申込先：（メール）roushikyo@dosyakyo.or.jp （FAX）０１１－２８０－３１６２ 

※ １日目プログラム終了後の情報交換会は、別紙参加申込書の所定の欄に参加の有無をご記入

ください。なお、情報交換会について、当日のキャンセルはお受けできません。キャンセル

の際は、必ず１１月２２日（金）までにご連絡ください。 

② 申込締切後、１１月中旬頃に、受付確認および参加費等の請求書を郵送いたします。 

振込先情報についてもあわせてお知らせいたしますので、期日までにお振込をお願いいたします。 

振込期限：１１月２２日（金）まで 

 

１０ 個人情報の取扱いについて 

本研修会の運営、参加者の把握を目的として、参加申込時に入力いただいた情報をもとに、参加者名簿を

作成し、当日参加者に配布いたします。 

上記以外の目的で、本人の了承なく個人情報を第三者に開示することはありません。 



1１ 申込および問合せ先 

   北海道老人福祉施設協議会事務局  担当：岸田、宮川 

   〒060-0002 札幌市中央区北2 条西7 丁目１番地 かでる２．７内 

   北海道社会福祉協議会 法人・施設支援部 施設福祉課 

   TEL 011-241-3766    

   ＦＡＸ：０１１－２８０－３１６２ メール roushikyo@dosyakyo.or.jp 

 

１２ プログラム 

日程 内容 
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（木） 

 

（１）開会        １３：３０～１３：４０  

挨 拶： 加藤 敏彦 

（北海道老人福祉施設協議会 副会長） 
 

 

（２）講    演      １３：４０～１5：10 

   「身寄りのない高齢者の権利擁護の実務事例」（仮題） 

   講 師  水戸 由子 氏 （一般社団法人 ジャスミン権利擁護センター 代表理事） 

    
軽費老人ホーム・ケアハウスでも、身寄りのない方への対応（医療同意、死後事務）、保証人や成年

後見などの意思決定支援が必要な機会が多くなってきています。ここでは、これら権利擁護の制度や取

り組みについて、事例を交えてお話しいただきます。 
 

休     憩       １５：１０～１５：２０ 
 

（３）グループワーク   １５：２０～１６：４０ 

   １日目、２日目の講演内容に関連して、各施設の“困りごと”について話し合います。 

進 行：道老施協軽費老人ホーム・ケアハウス合同検討委員会委員 
 

（４）グループワーク発表 １６：４０～１７：００ 
 

（５）情報交換会     １７：３０～１９：００ 

   対 象：希望者のみ 

会 場：札幌駅前 海鮮酒蔵 二三一（ふみいち）（札幌市中央区北４条西５アスティ45 B1） 

料 金：５，０００円 

＊キャンセルは１１月２２日（金）まで可能です。 
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（金） 

 

（６）講演         ９：３０～１１：００ 

   「対応困難な入居者、家族などへの対応方法」（仮題） 

   講 師  佐々木 康寛 氏 （社会福祉法人 函館厚生院 

函館市地域包括支援センターゆのかわ センター長） 

 
暴力的な入居者や家族のクレームへの対応に困るケースは少なくないのではないでしょうか。また、

コロナ禍のもと、施設と地域とのつながりが薄くなってしまったとの声もきかれるところです。ここで

は、地域包括支援センターでの経験を踏まえ、入居者、家族のみならず地域住民や関係機関とのコミュ

ニケーションのヒントとなるようなお話をしていただきます。 
 

 

（７）閉 会       1１：００～１１：１０ 

 挨 拶：千野 博雅  

（北海道老人福祉施設協議会 軽費老人ホーム・ケアハウス合同検討委員会  委員長） 
 

 


